あると便利なもの　　　　　　　　　　　《中学生の部　金賞》
大塚中学校２年　前原　鈴音
　みなさんはスマートフォンを「なくてはならないもの」だと思いますか。私は「なくてはならないもの」ではなく、「あると便利なもの」だと考えます。私の周りには、自分用の携帯電話を持っていて、１日に何時間もＳＮＳでやりとりをして、「なくてはならないもの」になっている友達も多くいます。その友達は、大変だと言っていました。本当の目的以外の話にもなるし、夜遅くまでやり取りが続くそうです。私は携帯電話を持っていませんが、ほしいと思ったことは一度もありません。なぜなら、携帯電話がなくても、家の電話で連絡することができるからです。電話は、その家の人に迷惑がかかるので、長い間話したり、夜遅くにかけることも少ないと思います。携帯電話がなくても連絡できるので私はスマートフォンは「なくてはならないもの」ではなく、「あると便利なもの」だと考えます。みなさんも、スマートフォンを必要な時だけ使い、「なくてはならないもの」から「あると便利なもの」にしてみませんか。
適度な距離感を保つために　　　　　　　《中学生の部　銀賞》
白木中学校３年　福島　彩香
私は、去年の９月にスマートフォンを買ってもらいました。持つ前は、「スマホとかずっと見てたら目が痛くなるから」や「ラインとかめんどくさい」などと言っていました。しかし、いざ持ってみると目が痛くなることも忘れて何時間もスマホの画面を見つめ、いじってしまっていたのです。ラインも返信が早くこないかと思っていたし、返信が遅いと不安になってしまったりしていたのです。私はここで初めて、スマートフォンの影響力を知りました。
そこで私は、スマートフォンと適度な距離感を保つことが大切だと考えました。そのためには、使用する時間を制限することが必要だと思いました。具体的には、10オフ運動を行うことなどです。そうすることで、スマートフォンにとらわれた生活ではなく、自分で自分をコントロールする生活に戻れると思います。
　このことを頑張り、スマートフォンと適度な距離感を保っていきたいです。
スマートフォンを便利に使うために　　　《中学生の部　銅賞》
大州中学校１年　兼本　悠里
　スマートフォンやテレビゲームなどのネットは、世界とつながっていて簡単に世界で起きているさまざまなニュースを知る事が出来ますし、遠くにいる人とも簡単にメールや電話をする事が出来るとても便利なものです。
しかし、大まかに見たら簡単に使えて便利なものかもしれませんが、細かく見てみると危険なものになってしまうんじゃないかと思います。例えば、知らない人とネットでつながって事件になったりとか、とり返しのつかない事になってしまう事もあります。
でも、上手に付き合えば便利なものとして使えるんじゃないかと思います。そのためには周りや親の手助けが大切だと思います。私のお母さんはけいたい屋さんだけど、子供にと言ってスマホを買いに来た人になぜスマホが必要なのかたずねるそうです。そして、持たせてあげたいという親には制限の仕方を教えるそうです。自分の子供が危険な目に合うのが嫌なら持たせなければいいと思います。
　ネット事件を減らすには、子供の行動より親の子供への愛の方が大切だと私は思います。
達成感から得られるもの　　　　　　　　　　《中学生の部　銅賞》
安佐南中学校１年　伊藤　洸佳
　なぜ今は電子メディアにたよるのか、遊ぶのだろうか。私達の祖母、祖父が子どもの頃はスマホ、アイパッドはなかった。だが、分からないことは自分達で調べ、体を動かしてしっかりと遊ぶことができていた。昔と比べて今はどうだろうか。電子メディアにたよったり、遊んだりすることは悪いことではない。
　だが、たよりすぎたり、遊びすぎたりしているのではないだろうか。昔は自分達で調べたり、自分達の体を動かしていた。つまり一つ一つに達成感が多かったのだと思う。今は電子メディアで多くのことを済ましている。
このままでは今も未来も「達成感」を得ることができないまま大人になっていくと思う。
そこで私が考えたのは自分自身が夢中になれることを見付けるということ。私自身が今夢中になっていることは絵をかくことである。私は一つの絵をかき終えると多くの達成感を得ることができる。みなさんも一つのことに夢中になる、一つのことを達成する「達成感」を得てみてはどうだろうか。
危険なインターネット
伴中学校１年　中屋　結衣
　「インターネットは正しく使わないと危険なもの」という言葉を聞き、私はドキッとした。それは小さいころからインターネットを利用していたからだ。
　私は小さい時からゲーム機やパソコン、タブレットなどでインターネットを利用している。インターネットはとても便利で今の時代ではなくては困る存在とも言われている。そんなインターネットが危険と聞いてどうしてかよく分からなかった。
　先日、私の学校では「人権教育講演会」が行われた。話を聞いていくなかでインターネットが危険な理由が分かった。その中でも大きいのは「個人情報が広まる可能性、悪用される可能性がある」や「犯罪をしてしまう、巻きこまれる」などがある。ＳＮＳなどに載せた情報は二度と消せないとも言われている。また、いじめは犯罪だ。人の悪口を書きこむことや人を傷つけることで犯罪者となる。
　私は今まで何も思わずインターネットを利用してきたが危険と分かったのでこれからはちゃんと正しく利用したい。
電子メディアの大前提
安西中学校２年　鈴見　咲菜
　ここ十数年で、急激にＳＮＳが普及した。それとともに、中傷や喧嘩、時には犯罪に巻き込まれるといった問題も増えつつある。どうすればこのようなトラブルが減るのだろうか。まずはトラブルの原因について考えてみよう。
　ＳＮＳ上での中傷や喧嘩の発端は、相手の事を考えていない軽率な発言が大抵である。その発言を非難する者が現れ、事が大きくなるのも定番だ。ＳＮＳ上で犯罪に巻き込まれるのは、相手に気を許しすぎてしまうのが大きな原因と言える。ＳＮＳでは性格、さらには性別や年齢すら偽る事が可能だ。それに騙されて気を許す人が続出するのだろう。
　これらの事から考えると、ＳＮＳ上でトラブルに巻き込まれる人々は、交流する相手が赤の他人であるという意識が足りていないのではないだろうか。意識し、注意をはらっていれば、トラブルにあうこともなかったはずだ。電子メディアとうまく付き合うためには、相手が見ず知らずの他人だと十分に意識する事が「大前提」なのかもしれない。
口コミサイトのとらえ方
二葉中学校２年　阿部　桜子
　私は好きなアニメや本などの情報がほしいときにインターネットを利用します。公式のホームページなどで情報を得ることが多いのですが、詳細が気になって口コミサイトで調べることもあります。口コミサイトは実際に買った人、読んだ人の感想を聞くことができるのでとても便利です。しかし、中には大げさに書いてあったり、その商品をけなすような文章や嘘の情報があったりします。それが期待はずれになるか、良い結果を残すかは自分の感じ方次第です。一つのものに対する感じ方は人それぞれ、大げさな情報はそのものへの感動を人一倍大きく感じただけかもしれませんし、逆にけなすような文章はその商品に魅力を感じなかっただけかもしれません。口コミで商品を買うかどうか決めて失敗しても口コミを書いた人に責任を負ってもらうことはできません。感じ方は個性の一つだと思います。口コミで情報を判断するときは「だまされたと思って」くらいの気持ちがちょうど良いのではないでしょうか。
ＳＮＳと私たちの在り方
戸坂中学校３年　瀬戸　帆風
私たちがＳＮＳと上手につきあうには、使用するにあたってのリスクや、責任が伴うことを忘れてはならない。
そのことが最も示されている典型的な例がＳＮＳでのトラブルである。掲示板やメールで悪口を書かれたり、個人情報や写真を流されたりと、近年被害は増加している。本来ならば、便利であり、友人や家族とのコミュニケーションを簡単にとれるというメリットも多いはずである。だが、なぜデメリットな方にばかり目が向いてしまうのだろうか。
理由は簡単であると私は思う。一人一人が便利さの裏に隠れているリスクや、言動の責任、更に言えば、人の気持ちを理解しきれていないからである。特に10代は、理解しきれていない人が多数であろう。だから、ＳＮＳのトラブルの被害は絶えないのである。
ＳＮＳのトラブルから身を守るためには、自分の言動によって起こりうるリスクや、その結果を１歩先、２歩先まで考えていくことが必要であるのではないだろうか。一人一人の言動を見直すべきである。

３つのルール
安佐南中学校３年　松田　悠希
　私は今、中学３年生で受験生です。スマホは持っていないけれど、自分専用のタブレットでＬＩＮＥやＴｗｉｔｔｅｒなどのＳＮＳをしています。受験生なのでＳＮＳを控えようと思っていても、やはり友達の投稿が気になったり、自分も情報を発信したいという気持ちがやめられませんでした。友達とのやり取りが盛りあがると、他のことそっちのけであっという間に時間が経ってしまうので、勉強時間が少なくなってしまいました。このままでは受験を乗り切ることができないという危機感から、３つのルールを決めました。まずは、Ｔｗｉｔｔｅｒはログアウトし、ＬＩＮＥは時間を決める。二つ目は、タブレットを自分の部屋に持ちこまず、リビングのみとする。三つ目は、たまに親にタブレットの使い方や時間をチェックしてもらう。この３つのルールを守り、ＳＮＳに振り回されることなく充実した、規則正しい生活を送りたいと思います。
　
今の私たちに足りないことは
船越中学校３年　藤井　菜々花
　現代社会において私たちのような若者のほとんどが携帯電話を持っているだろう。それくらい手に入りやすいものであり、昔と比べて身近になっていることは確かだ。だが、インターネット、アプリを１つクリックするだけで思わぬ落とし穴に落ちてしまう可能性がある。そしてその現状を私たちは把握しているだろうか。
　これらの電子メディアと上手につきあうためには安易にサイトにアクセスせず、確実な道を選ばなければならない。要は、自分の頭で本当にこれで良いのか考えることが重要だ。考えても分からなければ、大人に聞けば良い。聞くことで学ぶこともあるだろう。
　何事も「自分の頭で考え、分からなければ身のまわりの人に聞く。」ということはかかせないと思う。今回の「電子メディアと上手につきあうには」もだ。ただの電子機器だと思わず、慎重に判断すれば落ちるかもしれない穴はふさがれ、楽しく安全に電子メディアとつきあえるようになると私は思う。
一つの方法
口田中学校３年　木原　咲姫
　駄目だと分かっていても、テレビやスマートフォン、ゲームなどをやめることができず、勉強時間や睡眠時間が減ってしまうことがありませんか？私はあります。
私はスマートフォンを持っていて、よく音楽を聴いたり、動画を見たり、友達と会話をしたりしています。特に動画を一度見始めると、なかなかやめることができません。時間を決めても、
「あともう少しだけ」
と思ってしまい、結局やめることができません。なので、スマートフォンに時間になったらアラームが鳴るように設定することにしました。動画を見ている時に、アラームが鳴ると、画面がアラームを停止するなどに変わるため、動画を見ることができなくなります。また、１、２分ごとに鳴るようにすると良いと思います。
　私は、アラームを鳴らすことで、動画を見たりするのを防いでいますが、皆さんはどんな方法で防いでいますか？この方法が良いと思った人は、ぜひためしてみて下さい。

今スマホ必要？
牛田中学校３年　海道　由佳
「あっ。危ない！」
私は思わず叫んだ。スマホを見ながら自転車に乗っている人とぶつかりそうになった。自転車はそのまま通り過ぎていったが、ぶつかっていたら大変なことになっていたと思う。ながらスマホは、自分が危ないだけでなく、他人にも危険を及ぼすこともある。最近は歩きながらスマホをいじっている人も少なくはない。本当にそんなときまでスマホを見る必要はあるのだろうか。私は、危険を冒してまでスマホを見る必要はないと思う。緊急な用事があるときは一度立ち止まり、用事を済ませてから再び歩き出すべきだ。その方が、安全で、自分だけでなく人を傷つけることは防ぐことができる。外では、外の景色を楽しんだり、季節を感じながら過ごした方がより小さな変化に気づけたりもする。
今本当にスマホを見る必要があるのか考えることが、自分の安全、人の安全につながる。スマホと上手につきあってより安全な日々を過ごしていこうと思う。
私が決めた３か条
大塚中学校３年　多田　友里子
　私は、スマートフォンやインターネットの上手な使い方について考えました。私は中学２年生の12月に、初めてスマートフォンを両親に買ってもらいました。しかし、買ってもらってからの生活は買ってもらう前の生活と全く違うものになってしまったので、さすがにこれではいけないなと思い、自分の中で決めたことが３つあります。一つ目は、時間を決めて使うということです。時間を決めずダラダラと使っていると勉強との区切りができなくなってしまうと思ったからです。二つ目は、家族と同じ空間にいるときは使わないことです。家族とのだんらんは大切にすべきだと思います。三つ目は、携帯でのコミュニケーションは必要以上にしないことです。携帯で話すより実際に話す機会を大切にしたいです。
　この３つの決まり事をきっちり守ることは難しいですが、もし守れば、スマートフォンやインターネットと上手に付き合えると思います。これからは携帯をかしこく使っていけるよう意識していきたいです。
ルール・約束の大切さ
大州中学校２年　西村　優美
　私の家では、携帯を使うときの約束があります。その約束は、10時までに親に返すことです。それに、私の携帯にはたくさんロックがかかっています。だから、自分が見たいサイトが見れなかったり、画像が見れなかったりします。見たいのに、なんで見れないの？といらいらします。自分の携帯なんだから、自由に使わせてよ。そんな風に思うことはよくあります。だけど、学校でメディアとのつきあい方を学んだとき、私の気持ちは変化しました。サイトからウイルスがはいったり、トラブルになったりと、メディアの中では危険がたくさんあります。その危険をさけるため、親は私に使用上の約束を与えたんだなと今はよく分かります。私のほかにも、自分にとっていやな約束やルールがある人がいると思います。いやかもしれません。でも、その約束やルールはなぜあるのか、一度考えてみてください。それは、私たちをメディアの危険から守り、上手につきあうためのものだと、きっときづくはずです。
理性でコントロール
城山北中学校２年　アノシケ　恵
私自身、たまに時間を忘れてインターネットにのめりこんでしまうことがあります。でも、頭の中では、「今はあれをしなければならない」「本当は自主勉強もしたい」と考えています。まるで、インターネットをだらだらと続けたいぐうたらな自分と、今本当にしなければならないことを分かっている賢い自分が「私」の中で共存しているようです。
　このようになってしまう一因として、インターネットには中毒性があるということが考えられます。インターネットは、今自分が知りたい情報、聴きたい音楽、遊びたいコンテンツをほぼ全て叶えてくれる、本当に便利なエンターテイメントツールだと思います。しかし、それらに自分の生活を支配されてしまうようでは、上手く付き合うことができているとはいえません。インターネットと上手く付き合っていくためには、中毒を止める理性が必要だと思います。
　時間をどう使うかは自分の判断に委ねられています。私も理性をもってインターネットと付き合い、時間を有意義に使いたいです。

「ネットいじめ」と本来のネットの使い方
翠町中学校２年　里村　仁樺
　最近、ＬＩＮＥなどで特定の人を攻撃する、いわゆる「ネットいじめ」という言葉をよく耳にする。私はスマホを持っていないのでまったく無縁なのだが、テレビで「ネットいじめ」の内容、実際の会話を目にしたりするととても怒りがわいてくる。誰だって、苦手な人くらいいる。別にそこを攻めるつもりはないのだが、その「嫌い」という感情を行動に出すのはどうかと思う。ネットの中だと、相手の顔が見えないからなおさらだ。まして、「ネットいじめ」をする理由が「嫌い」ではなく、「楽しいから」だったら最低。先程も書いた通り、顔が分からない状況で相手から攻撃されるのは、誰にとっても苦痛だろう。
　元々、ＬＩＮＥなどは、そういう目的でつくられた物じゃない。「ネットいじめ」をする人たちは、本来の使い方を忘れてはいないだろうか。顔が見えない事を逆手に取り、ネットを刃物に変えて相手にふるう。それは、間違いだと気付いて欲しい。そして、皆が刃物を捨て、本来の使い方を思い出したら、今よりも生活が充実するのではないだろうか。
すまほのつかいかた
安佐南中学校２年　濵岡　美羽
みなさんは、歩きスマホをしている人を見たことがありますか。誰もが一度は見たことがあると思います。では、歩きスマホをしたことはありますか。私は、この歩きスマホで困った経験があります。それは、友達と登校している時でした。その道はあまり広くはないものの、駅が近くて朝は特に人通りが多い場所なので、まわりに気をつかいながら歩くのが普通だと思います。ですが、前から歩きスマホをしている人が歩いてきました。その人は前にいる私に全く気がつかないので、早めに端の方へとよけました。正直、私はその時、何でまわりの人のことを考えないんだろう、大人なのに･･･と思っていました。もしどちらも前の人に気づかなかったら、もし急に子どもがとび出してきたら、相手に怪我をさせてしまうかもしれない。なのに、そのような行動をするのはおかしいと思うし、自分の行動に責任を持っていないと思います。どうしてもスマホが必要な時は端によって立ち止まって使ったらいいと思うし、私自身もそんな大人には絶対になりたくないと思いました。
スマートフォンを上手に使うためには
宇品中学校２年　胡　雨弓
現在、多くの人の欠かせない存在になっているスマホは一度はまると手ばなせなくなる電子メディアになっています。しかし、私が使っている時間はとても短いです。それは、毎日充実しているので、たくさんやらなければならないことがあるからだと思います。私は、それと逆のことが社会で起こっているんだと考えました。
例えば、人との直接の交流、外へ出ることを増やして家にこもる時間を減らさないと一度はまってしまったものからはなれるのは難しいと思います。楽しいことをたくさんみつけることでスマホというせまい世界にのめりこむ時間を減らさないとそれ以外のことを知らないままになります。
だから私は、スマホを、日常生活を円滑にして知識を広げるためのものとして使うとよいと思います。たとえ、スマホが手ばなせない存在だったとしても、自分は何のために今スマホを使っているのかを常に考えることが大切です。そうすれば、生活を豊かにしてくれる一つの道具になるはずです。

スマートフォンはルールを守って使おう！
大塚中学校１年　相川　歩花
現在、私たちの身の回りには、スマートフォン・インターネットなどとても便利な道具があります。スマートフォンがあれば、インターネットに簡単につながり、いろいろな情報が手に入ったり、ＬＩＮＥやメールで友達とすぐに連絡をすることができます。
　しかし、使い方を間違えるととても危険で体に悪影響を及ぼすことを知っておかなければなりません。そこで、家族でどんな危険があるかを話し合い、ルールを決めて、使うことが大切だと思いました。
　我が家では、「スマートフォンを自分の部屋に持ち込まない。」「知らない人に個人情報を教えない。」「アプリを勝手にダウンロードしない。」「人の悪口を書き込まない。」などのルールを決めました。不適切なサイトをブロックするフィルタリングという機能も設定しています。家族で話し合いをしたことで、私が思っている以上に気をつけなければならないことがたくさんあることを知りました。
これからは、ルールを守って安全にスマートフォンを使っていきたいと思います。
自分で決めれるよ
大州中学校１年　斎藤　悠夏
私はスマートフォンを持っています。30分だけ、と思い、いじり始めると気付けば、いつも１時間以上たっていました。しばらく、いじるのをがまんしてみても、10分後には何らかの理由でいじってしまいます。ですが、私はスマートフォンのメールやラインは、やっていないのです。これで、もし私がメールやライン等の通信をしていたら、もっとスマホをいじる時間が増えると思いませんか。
メールやラインは自分だけのメール、ラインではなく、必ず相手がいるのです。相手がいるということは自分一人の時間ではないということになると思います。すると、この人の自分の自由な時間は、いつあるのでしょう。一方で、自分の自由な時間は友達とメールをすることなんだという人もいると思います。
つまり、電子メディアと上手につきあうには、自分にあたえられた時間の使い方によって変わると思います。自分の時間をどう使うかは一人一人の自由です。そこで、どれだけ自分のためになる時間を過ごせるかは、自分で決められるのです。
動画・画像の投稿
祇園中学校１年　平賀　心野
　私は最近スマートフォンを持ち始めました。持つ前にルールを何度も話し合いました。その時は、ルールを守ることは簡単だと思って軽い気持ちでいました。
　使い始めると、情報が簡単に手に入り、友達と身近に会話できたりして友達との距離が近くなったような気がします。
　しかし、文章や、送られてくる画像などに疑問や不安を抱く事もあります。世間では、面白半分で投稿した動画や画像が大きなニュースになったり、いじめなどになることがあります。一度メディアに出回ると、どこかに残るため、個人情報などが漏れ、いろんな人に迷惑をかけたり、傷ついたりする人も出てくると思います。
　発信する側も、受けとる側も、責任があると思います。だから、悪気が無くても、相手の立場に立って考えて投稿することが大切だと思いました。
　最初は軽い気持ちだったけど、電子メディアと深くつきあったことで親の言っていることが重要な事だと最近分かるようになりました。

気持ち、伝わってますか？
大州中学校１年　上田　江里子
　私は携帯電話を持っていません。周りの友達も持っていて、時々すごく欲しくなります。電話やメールですぐに会話できるし、ゲームもできます。でも、良いことばかりでしょうか。携帯電話には良い事も悪い事もあるという事を考えてみましょう。
　まず、良い所にはＬＩＮＥなどのメール、通話機能やインターネットが使える等があります。遠くにいても、世界中の人々とつながり、楽しみを共有することができます。話したい時に話せて、言いたいことが言えるのは、素晴らしい事だと思います。一方で悪い所はどこでしょう。私は、相手が見えないという事だと思います。私の母は、スマホを持っていますが、ＬＩＮＥはしていません。きくと、「自分の伝えたい事が、ちゃんと伝わらなかったら嫌だし、こわいから。」と言っていました。確かに、謝罪や感謝は伝わりにくく、トラブルを招いてしまいます。
　あなたの言葉はちゃんと伝わっていますか。その手の携帯電話の善し悪しを考えて、直接気持ちを伝える事が大切なのです。
ネット依存
五日市観音中学校１年　石田　瑠花
「一週間ＬＩＮＥできんとかありえんのんだけど。」私の友達はテスト期間にはいり、お母さんにスマホを取られて不満げに文句を言っていた。それに対し私は「たった一週間でしょ？そんぐらいがまんできんってネット依存じゃない？」と言うと友達は「今どき依存してない人なんておらんでしょ。」と笑いながら言ってきた。その時お母さんに取られなくても自分で制限をかけられるようになることが電子メディアと上手につきあっていくコツなのではないかと私は思った。
歩きスマホ、電車内でのスマホ、友達と話しているのにスマホをしている人たちも同じネット依存と言えるだろう。
このようにネット依存は意外と私たちの近くにたくさんあって、それを見て何も不思議に思わない私たちも少し考え方を見直す必要があるのかもしれない。ネットとはあくまでコミュニケーションの道具であり正しく使えばとても便利な物なので、私たちは考え方を見直してこれからはネットと上手につきあっていけるようにしていきたいなと私は思った。
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